
 

 

 

 





オーストラリアの人々の人柄🇦🇺
ダボへ行く前のイメージ・フレンドリー・とても明るい・物事をはっきりいうから少し怖そう
実際に行って出会ったひとたちを紹介✨

Dad:Mr.Chris
Mum:Ms.Sarah

Bro:William
Sis:Charlotte

Bro:Harry
Bro:Sam

Chrisはほんとに優しくて常に気にかけてくれたり彼の考え方がとても素敵だと思った。私が
帰りたくなくて泣いてた時に2人で夜星をみに散歩に連れてってくれた。その時にポジティブ
な言葉をずっとかけてくれた。Sarahは最後の2日しか会えなかったけど電話した時に泣いて

くれて初めてあった時はハグしてくれた。日本の文化にとても興味をもってて宗教入ってる？
とか聞かれた。CharlotteとHarryはフレンドリーでユーモアがある人だった。2人はずっとふ
ざけて笑わせてくれたし食事の時も2人が基本話してた。最初不安だったけど分かりやすい言
い回しで話してくれて優しかった。Samは1番優しい人だった。イメージとは違う静かめなタ
イプであまり話すほうじゃないけど毎日何したい？って聞いてくれてドアも開けてくれるしス

ーツケースも持ってくれるしずっと親切で素敵な人だった。

St.Johns の子たち
ペアはSophieだったけ
どいろんな子が話しか

けてくれた。2時間目の
後のショートブレイク
でみんなお菓子あげあ
ってて取り合いになっ
て投げてた。音楽の授

業を左の4人と一緒に受
けて男の子たちが先生
にずっとふざけて先生
に外に追い出されても
みんな笑ってたしほん

とに明るかった。

😭

二日目はペアはMakaylah(ハグして
くれてる子)だった。右のMinudiは
ほんとに明るくてずっと喋ってたし
リアクションが大きくて面白かっ

た。左から2番目のlabaaは鶏が嫌い
で大勢周りにいたけど怖くて叫んで
た。Makaylah は気にかけてくれて
ノートとる時とか分からない単語を
説明してくれたし写す？って見せて
くれた。最後みんな泣いてくれてと

ても優しい人たちだった。

この子達はペアとかじゃなかったけど休み
時間にhiってハグしてくれて一緒に散歩し
よって仲良くなってくれた。たった10分く
らいしか話す時間はなかったけど今でも毎
日連絡とってるくらい仲良くなれた。真ん
中のAbbyは最後学校を帰る時にあって私

が泣いてたらハグしてくれた。

この子達も帰るギリギリにhiって話しかけて
くれてなんで泣いてるの？！って慰めてく
れた初対面でもとても優しくフレンドリー

に話しかけてくれて嬉しかった

学校では他にもたくさんの人が手振
ってくれたりこんにちは！って話し
かけてくれてみんな素敵な人だっ

た。私が感じた学校のみんなのイメ
ージはみんな自由で学校を楽しんで

いた。

実際に行ってみて感じたオーストラリアの人達の人柄💝
初対面でも元々知り合いだったかのように接してくれてまさにフレンドリーだった。

明るい上に優しいしみんな目があったらスマイルしてくれた。日本に興味があるひとも多いと思った。
学校で出会った子たちは物事をはっきり言うけど全く怖くないし自分をもってる子が多くてとてもかっこよか
った。日本人よりも沢山話す。ここに紹介した人以外にも引率のリベッカさんやアクセショップの店員さんも

一緒に商品探してくれてとても優しい人ばかりだった

ダボでできた友達に日本人はどんな人だと思うか聞いてみた‼️
・so smart,amazing,quiet,kind and cute

・your guys were so nice and cool when u were in Dubbo

訳:初めて会った時、小春はとても優し
くて礼儀正しいと思った。真摯な質問
をされ、新しいことを学ぶことを楽し
んでいる様子が好きだった。また、個
人的に、あなたが日本やご自身の言

語、学業、家庭生活について、オース
トラリアでの生活と比較して語るのを
聞くのも楽しかったです。学びを心か
ら楽しんでることが好きでした。英語
という私たちの言語に参加し、話すた
めに努力されている姿は立派です。と
ても賢く、一生懸命努力されているの
が見て取ることができます。会えて本
当に嬉しく思う。日本人の学生として
だけでなく、友人になってくれてた人

でもあります。

この派遣を活かして
私はこの派遣でダボの方にたくさんの優しさと愛情と思い出をもらいまし
た。日本と違う部分ももちろんありました。1番この派遣で感じたのは美
濃加茂市は住みやすい市でダボ市は生きやすい市だということです。全部
主観にはなってしまうけど日本の冷笑文化はないし、今回の派遣で関わっ
てくれた全ての人が親切で優しくて学校も最初は不安だったけど行ったら
不安なんてなくみんなが元々友達だったかのように接してくれてとても生
きやすい場所だと思いました。美濃加茂市もダボ市のような生きやすい市
にするために人々がもっと世界を広げないと行けないと思います。国際的
な活動に関わり私の人生は変わりました。なのでもっと色んな人が国際交
流に興味を持つことが大切だと思います。まずは自分がこれから国際的な
活動に積極的に参加し輪を広げていきたいです。このダボで出会えた大切

な人たちとこれからもずっと関わってこの派遣を絶対忘れません。
ダボの人達の人柄を日本人も取り入れれればより良い市になると思うので
より多くの人が実際にダボに行き若い世代がこの関係を繋いで行くのがが
大切だと思います。コアラミーティングや国際交流の活動の際に実際に行
った身としてダボの良さを沢山話してみんなに行ってみたいと思ってもら
いたいです。ホストファミリーや学校のみんなはどんな人なんだろうと不
安に感じる人がこれをよんで安心して行ってもらえることに繋がると嬉し

いです。

福知　小春



 



オーストラリア派遣で学んだこと 

今井 愛椰 

 







ホストファミリーとの食事🇦🇺

夕食はホストマザーが2回、ホストファザーが1回作ってくれました。

食べに行くことも多かったです。

下の写真は全てホストファミリーも一緒に食べたお菓子や食事です。

飲み物の中ではMILOが1番美味しかったです。

朝食で4回も飲ませてもらいました。

お土産にもミニサイズを買って帰りました！

上のチョコの部分をスプーンで救って食べてから飲むのが

面白くて楽しかったです。

アイスに混ぜたMILOもとても美味しかったです。

ホストマザーが作ってくれたチキンスープが1番美味しかったです！

白のぷよぷよした小さなものが入っていて、不思議に思い聞いてみ

ると、パスタの小さなもののようなものだとパッケージを見せてく

れました。

ホストブラザーとホストファザーはラーメンを食べるようなどんぶ

りで食べていて驚きました。

MILOと牛乳を混ぜたもの
ホストマザーのチキンスープ

ホストファザーのミートパスタ

ホストファザーがミートパスタを作ってくれました！

サワークリームとチーズを上に乗せてくれてとても美

味しかったです。口に合わないかもしれないからと少

量で味見させてくれました。

ベジマイト

去年行った人達から、まずいと聞いていたベジマイトを食べて

みました。

ホストマザーがたくさんバターを塗ってくれていたので普通で

した。少ししょっぱかったです。

オーストラリアのたくさんの人から、ベジマイトは食べた？と

聞かれたので有名なんだなと感じました。

ホストファザーは苦手だと言っていました。

ラズベリーシェイク

ホストブラザーがケンタッキーでバイトしていた

ので夕飯に食べに行きました！

ホストシスターのおすすめのラズベリーシェイク

を飲みました。

とても吸いにくくてスプーンですくって食べたく

なったので飲み物かと聞いてしまいました。

ラズベリーは好きなので美味しかったです。

貴重な経験をありがとうございました。

日本での食事と比べてみて、たくさんの違いもありました

が、似た部分もあり楽しかったです。

1番感じた違いは、白米がないことと箸を使わないことで

した。

マクドナルドとケンタッキーは慣れた味なのでダボでも

安心感を感じることが出来ました。

工藤結奈





美濃加茂とダボの共通点
鈴木 遥花

（１）環境
■川が身近にある

 木曽川とMacquarie River
■緑が多い

清流里山公園とVictoria Park
（２）歴史

■歴史を感じられる場所が残っている
中山道太田宿とDubbo Gaol

（３）人々との関わり
■おもてなし

お土産をくれたり、行きたいところや食べたいも
のを聞いてくれたりした。

■友達の繋がり
言語が異なっても美濃加茂と全く同じように友達
になれる。SNSを使った交流でも同じ。

（４）生活・文化
■音楽、キャラクター、アイテムなど互いに知っている
ものが多い

サンリオ、ディズニー、スクイーズ、映画の主題
歌などが共通の話題になった。

■車での移動が主
シドニーでは電車で移動したが、ダボでは全て車
で移動した。

■互いに姉妹都市として繋がっている
ダボロードと逍遥園

（まとめ）
環境・歴史から
改めて自分の目で見ることができた共通点がたくさんあった。
→美濃加茂とダボを繋げている共通点を大切にしていきたい。
生活・文化・人との関わりから
興味のあるものや好きなもの、考えることや温かい思いは住んで
いる場所が違っても同じだった。
→国籍は関係なく仲良くしていきたいし、美濃加茂にもそれが広
がっていくといい。
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